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WEPs：ギャップ分析ツール（Gap 
Analysis Tool: GAT) の紹介



WEPs Gap Analysis Tool（GAT)の背景

• WEPS事務局は、WEPsに署名している企

業を支援することを目的として、企業の
ジェンダー平等方針、戦略及びプログラ
ムの推進、自己評価や報告ガイドライン
の作成などを実施。

• その一環として、今年３月にＮＹ州で開
催されたWEPs年次イベントにて、日本政

府、ドイツ政府、イタイプダム、ザ・コ
カコーラカンパニー、及びＫＰＭＧの支
援の下で、自己評価を目的とした、 Gap 
Analysis Tool （GAT:ギャップ分析ツール）
の開発を発表。

プロジェクト開発組織

政府パートナー
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 自己評価やギャップ分析を通じて、結果的にWEPs署名企業へのジェ
ンダー平等の方針や戦略の導入を推進。

 WEPsに署名した幅広い企業を念頭に置き、地域、業界、規模を問わ
ず、すべての企業が使用できるツールを作成。

 世界中の企業によるWEPs実施状況に関する貴重な集計データ及び情
報の把握を可能とし、WEPs事務局及びその他のステークホルダーに
よる、今後のプログラム策定に寄与。

 日本においては女性活躍推進法が求めている現状分析に役立つことな
どが期待。

WEPs GAT 開発の目的-1



原則を行動に変えるために、ギャップと改善機会を特定

• シンプルかつ包括的な、自己評価のための一連の質問を通して、強
み、ギャップ、および改善機会を特定し、7つの原則に照らし合わせ
ながら成果を評価する

• 競合他社や業界/地域のスタンダードに対して、自社の進捗状況を評
価し、トレンドやベストプラクティスを把握する

• 具体的な目標や成果指標設定に役立てる

• ギャップに対処し、パフォーマンスを向上するための新たなツール
やリソースを見つける手がかりを得る

• ジェンダー平等とビジネスに関するマクロレベルのデータを共同で
構築する

WEPs GAT 開発の目的-2



WEPsＧＡＴ開発のステップ

• すでにある既存の評価ツールの調査

• 世界規模の協議を通じた指標開発

• 有識者・専門家へのヒアリング

• 地域別のコンサルテーションイベント

• 紙ベースのツールの試験的導入、試験、および
修正 （来年３月予定）

第1段階

• オンライン版の開発第2段階

• 集計結果に基づく調査結果公表第3段階



• 地域毎のビジネス・ジェンダー・成果指標関係の有識者・専門家か
らの意見を収集するヒアリングを実施（４０名以上）

• ジェンダー平等や女性のエンパワーメントに関する各企業の取組み
の成果を正確に評価するための、指標や質問事項を特定

有識者・専門家へのヒアリング



• 実施内容：世界中のあらゆる業界の企業にとって、有益で実用的なツールを開
発できるよう、企業担当者に経験やそれに基づく意見を共有してもらうための
コンサルテーションを実施。

• 実施期間：２０１６年３月～９月

• 実施国：アメリカ、アルゼンチン 、日本、エクアドル 、エジプト、タンザニ
ア、南アフリカ 、ドイツ 、ブラジル、英国 、Webinar（アメリカ、アフリカ
、ヨーロッパ、オーストラリア など）から１７０社２８０名参加

• 実施目的：

• WEPs GATプロジェクトの紹介

• ツールの使いやすさ、企業の優先課題、ツールに期待することなど、各企
業の担当者から直接意見及び技術的なフィードバックを得る

• ジェンダー平等に関するプログラムを推進するために、どのようにツール
の有効性を最大化すべきかを把握する

地域別のコンサルテーションイベント



• 実施日：７月２５日 1:30-4:30

• 参加企業：24 社35名程度（うちWEPs署名企業は８社）

• 当日のアジェンダ

• 開会の辞 グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン事務局長 大田圭介

• 基調講演「女性エンパワーメント原則と日本企業に期待すること」内閣府共同参画
局 政策企画調査官 大川内由美子

• WEPsギャップ分析ツールの概要説明 BSR東京事務所ディレクター永井朝子

• 二つの演習を通じて企業からのフィードバックを得る ファシリテーター 公益財
団法人２１世紀職業財団 会長 岩田喜美枝

• 閉会の辞 UN Women日本事務所 所長 福嶌香代子

日本でのコンサルテーションイベント



• WEPsのツールとしての機能に関して

• ツールの使いやすさ：当初５４あった指標（質問）の数を改定
し、シンプルに、そして各企業の業種、規模、地域を越えて柔
軟性を高める

• スコア方法：基本的な事例とより先進的な事例を区別し、後者
のウェイトを重くする。国際法に基づき「実施内容の先進性」
を規定。また成果レベルを４段階に統一させた（方針の表明：
実施、行動、能力構築：測定：透明性および説明責任）

• 言葉の定義を明確化

• 優先的な指標の特定

• 世界、業種、規模を超えて共通する優先課題とそうでないもの

コンサルテーションイベントの結果



コンサルテーションイベントで使用した指標例

原則1 
ジェンダー平等のための高水準の企業リーダーシップを確立する

質問 該当なし パフォーマンスレベル1 パフォーマンスレベル2 パフォーマンスレベル3 パフォーマンスレベル4

取締役会または
CEOは、女性のエ
ンパワーメントと
差別撤廃に関し公
式声明を行いまし
たか？

該当なし 取締役会またはCEOは、女
性のエンパワーメントと差
別撤廃に関し公式声明を
行っていない。

取締役会またはCEOは、女
性のエンパワーメントと差
別撤廃の重要性を認識して
いるが、女性のエンパワー
メントと差別撤廃に関し自
分達自身のコミットメント
について公式声明を行って
いない。

取締役会またはCEOは、
WEPsのCEO Statement of 
Supportのように、女性のエ
ンパワーメントと差別撤廃
に対する公式声明を行った。

取締役会またはCEOは、WEPのCEO 
Statement of Supportのように、女性のエ
ンパワーメントと差別撤廃に対する公式
声明を行い、ジェンダー平等にむけた進
捗状況の目標とベンチマークを確立して
いる。

会社には、社内お
よび業界における
ジェンダー平等を
推進するために、
ビジネス事例に基
づいて組織全体の
ジェンダー戦略が
確立されています
か？

該当なし 会社には、ジェンダー平等
を推進するための方針およ
び慣行がいくつかあるか、
組織全体のジェンダー戦略
は策定されていない。

会社では、継続的な改善を
優先分野としてジェンダー
平等を社内および業界で推
進するために、ビジネス
ケースに基づいて組織全体
でジェンダー戦略が確立さ
れている。

会社では、継続的な改善を
優先分野として、社内およ
び業界でジェンダー平等を
推進するために、ビジネス
事例に基づいて組織全体の
ジェンダー戦略が確立され
ている他、優先分野に対す
る進捗状況を監視するため
のベンチマークと方法が確
立されている。

会社では、継続的な改善を優先分野とし
て、社内および業界でジェンダー平等を
推進するために、ビジネス事例に基づい
て組織全体のジェンダー戦略が確立され
ている他、優先分野に対する進捗状況を
監視するためのベンチマークと方法が確
立されている。戦略には、他の事業部門
や企業サステナビリティ部門でのジェン
ダー・メインストリーミングでの展開、
および職場、市場および地域社会での
ジェンダー平等の実現が含まれる。



指標となる質問

・はい／いいえで答える質問

現：WEPs ジェンダー分析ツールの構成

「はい」であれば、選択肢から選んでください 当てはまる
ものにチェッ
ク

ウェイト

方針の表明 実践:…..
実践:….

実施、行動、能力構築 実践:…..
実践:….
実践:….

測定 実践:….
実践:….

透明性および説明責任 実践:….
実践:….

定義や理論を必要に応じて表示

成果指標は４段階

方針に沿った実施・行動を複数選択



現：WEPs ジェンダー分析ツールの質問例

質問：会社はジェンダー平等についてのリーダーのコミットメントとサポートがありますか
？

いいえ：会社はジェンダー平等についてのリーダーのコミットメントとサポートがありません。
はい ：会社はジェンダー平等についてのリーダーのコミットメントとサポートがあります。

「はい」であれば選択肢から選んでください: 当てはまる
ものに
チェック

ウェイ
ト

方針の表明 - ジェンダー平等に関する内部のコミュニケーションや非公式の認識があった
- ジェンダー平等についての会社のコミットメント（例：WEPsのCEOのサポートコ
ミットメント）を表明した公式の書き物や誓約を発表した

実施、行動、能力開発 -組織全体でのジェンダー平等戦略があり、さらなる改善が必要な優先分野が定義され
ている
-組織全体でのジェンダー平等戦略があり、それがジェンダー平等への投資に関するビ
ジネスケースや理論を含んでいる
-組織全体でのジェンダー平等戦略があり、ジェンダー平等と会社の持続性とビジネス
パフォーマンスに関するほかの分野とのつながりを明記している
-組織全体でのジェンダー平等戦略があり、それは従業員との協議を通して開発された
-組織全体でのジェンダー平等戦略があり、それは外部のステークホルダーとの協議を
通して開発され
-組織全体でのジェンダー平等戦略があり、それは全従業員に連絡されている
-ジェンダー平等への会社のコミットメントについて、公のフォーラムで提言している

測定 -戦略の中に、時間の制限があり、測定可能なゴールとターゲットを含む
-戦略の進捗や結果についての公式な説明責任の仕組みを含む

透明性および説明責任 -戦略のコミットメントとターゲットに関する進捗と結果を会社のステークホルダーに
対して公に報告する
-戦略のコミットメントとターゲットに関する進捗と結果を役員会に報告する



• ジェンダー平等のリーダーシップ

• 差別のない平等な機会の方針

• 雇用

• 専門性の開発と促進

• 給与

• 母親の産前/産後/育児休暇

• 父親の育児休暇

• 養子縁組休暇

• 両親およびケアする人への働きかけ

• ワーク・ライフ・バランス

• 暴力、ハラスメント、性的搾取

• 健康、安全、衛生のニーズ

• 質の高い健康サービスへのアクセス

• 女性経営者のビジネスからの調達

• 女性起業家のアクセスと能力開発支
援

• ジェンダー平等に基づくサプライヤ
ーの評価

• 責任のあるマーケティングとジェン
ダーステレオタイプ

• 製品やサービスの開発、配布、アク
セス

• 事業を実施している現地のコミュニ
ティーの女性および女児の尊重

• CSR活動と、公共の提言/連携におけ
るジェンダー

WEPs ＧＡＴでカバーされるトピックス（予定）



有難うございました
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